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論文内 容の要 1::. 日
歯腔の amelogenesis ゃ dentinogenesis に関する報告はかなり多いが，成熟歯の歯髄の電子顕微
鏡的研究は，人歯の場合は固定がとくに困難なために比較的少ない。また他の組織の研究よりかなり






した 10% acrolein に浸漬し. 5 分-1. 5 時間後に carborundum disk を使用して，冷水中で歯面
に溝をつけ，歯を軽く破折して歯髄を露出し，更に 1-4 時間. 1-2 % 05 04 で再固定した。こ
れらの固定の聞に歯髄を歯冠部と歯根部とに分け，それらの各々を更に 1- 2 mm3 に細分した。通
法によって上昇ア Jレコーノレで脱水した後. Glauert らの方法に準じて Epoxy 樹脂に包埋した。薄切
は日立UM-3 型と Fernández・Morán 型の ultramicrotome で行ない， 一部酢酸ウランで電子染
色して. ]EM-T5 型電子顕微鏡で観察した。
( 1 ) 人の歯髄の Schwann 細胞の細胞内小器官は比較的少ないが. axon の中には多数の neur­
ofilament が赦密に充満している。その neurofilament の径は約 6mμ から 25mμ 位のものが認め
られた。 1 つの axon 内には同じ程度の径のものが主であり， 径の異なるものが混在することは比
較的少なかった。
有髄神経の myelin 鞘の巻き方 lこ， 右巻きのものと左巻きのものとの 2 種類の巻き方が区別でき
た。また長軸方向の切片において，歯髄内神経の Ranvier の絞輪と Schmidt-Lanterman の切痕と
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を観察した。 Ranvier の絞輪の近くで axon の中に更に内部 myelin 鞘が存在し， 神経の分枝を思
わせる像がみられた。 さらに myelin 鞘の内翻転， 外翻転等の Waller 変性に似た所見が人の健康
な歯髄神経にみられた。
有髄神経の大きさは myelin 鞘を含んだ短径計測で 1μ から 8μ のものがあり， 鞘の厚さは 1μ
以下である。無髄神経では 0.1μ の径のものから 2μ までのものが分布していた。これらの無髄神経
は約20%認められたが， これらは歯髄内で myelin 鞘を脱髄して無髄となったものばかりでなく，
根尖孔を無髄のままで通過する神経も電子顕微鏡で確認することができた。
CI) 人の歯髄内の細胞には，円形または楕円形の核があり，小円形の endoplasmic reticulum, 
cristae の少ない楕円形の mitochondria， centriole ゃ Golgi 装置などが存在する。これらの細胞内
小器官は比較的少なし核周辺部より突起部に多く認められた。これらは細胞膜によって基質と境さ
れている。 2 つの細胞が接触する場合にも， 細胞膜は明瞭であり， syncytium を形成している所見






のがあり， 内皮細胞の厚さは 10μ 以上のものから薄いものでは 0.2μ 程度の場所も認められた。 し
かし細胞質の不連続部または fenestration はみられなかった。内皮細胞質内には， 約 1μ 径の比較






および縦断切片について， neurifilament の大きさ， myelin 鞘、の巻き方や翻転なと、について重要な
知見を得たものとして価値ある業績であると認める。よって，本研究者は歯学博士の学位を得る資格
があると認める。
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